
 

 

 

 

 

 

 

 

1｜               ｜経済･金融フラッシュ 2020-08-03｜Copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

 

1． 結果の概要：前期比 2桁の悪化、統計開始以来で最悪 

7月 31日、欧州委員会統計局（Eurostat）はユーロ圏ＧＤＰの一次速報値（Preliminary Flash 

Estimate）を公表し、結果は以下の通りとなった。 

【ユーロ圏 19か国ＧＤＰ（2020年 4-6月期、季節調整値）】 

・前期比は▲12.1％、市場予想1（▲12.1）と同じ、前期（▲3.6％）から悪化した（図表 1） 

・前年同月比は▲15.0％、市場予想（▲14.5％）より下振れ、前期（▲3.1％）から悪化した（図

表 2） 

（図表 1） 

 

（図表 2） 

 

 

2． 結果の詳細：スペイン、フランス、イタリアの順に落ち込みが大きい 

4-6 月期の成長率は、新型コロナの影響が顕在化してきた 1-3 月期からさらに悪化し、前期比▲

12.1％（年率換算▲40.3％）、前年同期比▲15.0％と統計開始（1995年）以降で最も悪化した。 

欧州委員会統計局が公表した各国の伸び率のうち、経済規模の大きい 4か国を見ると、前期比で

はドイツ▲10.1、フランス▲13.8％、イタリア▲12.4％、スペイン▲18.5％といずれも 2桁を超え

る急落となった（図表 3）。 

なお、コロナ禍の影響は 1-3月期から顕在化していることから、落ち込んだ経済の水準を見るに

は 1-3月期分の下落も加味される前年同期比の伸び率が参考になる。前年同月比で見るとドイツ▲

11.7％、フランス▲19.0％、イタリア▲17.3％、スペイン▲22.1％となり、スペイン経済は 2割以

 
1 bloomberg 集計の中央値。以下の予想も同様。 
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上の経済活動が停止したことになり、深刻さが際立っている。なお、ユーロ域内において比較的落

ち込みが軽微であったドイツ経済でも、米国を超える悪化幅となっている。 

（図表 3） 

 

（図表 4） 

 

 

落ち込みが大きいフランスとスペインについて、各国統計局（フランス国立統計経済研究所（Ｉ

ＮＳＥＥ）、スペイン統計局（ＩＮＥ））が公表している成長率の内訳を見ていきたい。 

まず、フランスの成長率（前期比）を需要項目別に見ると、個人消費▲11.0％（前期▲5.8％）、

政府消費▲8.0％（前期▲3.5％）、投資▲17.8％（前期▲10.3％）、輸出▲25.5％（前期▲6.1％）、

輸入▲17.3％（前期▲5.5％）となり、軒並み 1-3月期から急落している（図表 4）。 

供給別には、生産業が前期比▲16.8％（前期：▲5.6％）、建設業が▲24.1％（前期：▲12.8％）、

市場型サービス産業▲13.4％（前期▲5.0％）、非市場型サービス▲8.2％（前期：▲3.8％）とこち

らも軒並み下落する結果となった。 

（図表 5） 

 

（図表 6） 

 

 

次にスペインの成長率（前期比）を見ると、需要項目別には個人消費▲21.0％（前期▲6.6％）、

政府消費+0.4％（前期+1.8％）、投資▲22.3％（前期▲5.7％）、輸出▲33.5％（前期▲8.2％）、輸入

▲28.8％（前期▲6.6％）となり、政府消費を除き 2割から 3割強の落ち込みが見られる（図表 5）。 

供給別には、農林水産業が前期比+4.4％（前期+1.6％）、工業が▲18.5％（前期▲6.5％）、建設業

が▲24.1％（前期▲6.8％）、サービス業が▲19.1％（前期▲4.7％）となった。細かい業種を見ると、

外出制限の影響を受けやすい卸・小売・運輸・住居・飲食サービスで、40％を超える悪化を記録し

たことが分かる（図表 6）。 
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